
令和 7年度 東京都立石神井高等学校  学校経営報告 

  

校長 内 田 圭 一 

「向上進取の精神と高い志の涵養」を目指し、全教職員による組織的取組を推進してきた、今年度の結果である。今年度の

結果を検証し、改善を加え、次年度へ反映させ、学校全体で取り組んでいく。 
 

令和7年度の数値目標 7年度成果 6年度   ←   5年度   ←   4年度 

① 国公立大現役合格者数 20名以上 10 16名   ←   14名   ←     14名  

② 難関位私立大（早慶上理）現役合格者数 30名以上 16 12名  ←    10名    ←     14名 

③ 上位私立大（GMARCH等）現役合格者数 180名以上 153 133名  ←   124名   ←     85名 

④ 成成明國武現役合格者数 110名以上 124 60名  ←   73名   ←     92名 

⑤ 日東駒専現役合格者数 200名以上 225 200名  ←   227名   ←     155名 

（１）教育活動の目標と方策に関する評価 ※内部評価はA満足B概ね満足C不満足の3段階 

項目 内部評価 成果と課題 改善策 

学習指導 
進路指導 

1 

国公立大や難関私立大を意識し

た各教科の組織目標を設定し、年

間授業計画・評価の観点等を策定

し、スクールポリシーに基づき、

具体的な学習方法を明示して、組

織的・効果的な指導を行う。 

Ａ 

成果 
様々な取組の学校全体としての推進
や、教科内における授業内容の不
均衡も解消する等、生徒の学力の向
上に関して成果があった。 
課題 
難関私立大学等に対応した組織的
取組がいまだ不十分である。 

進学指導研究校として培ったノウハ
ウを生かしつつ、国公立大学や難
関私立大学に対応していくため
に、教科主任会を中心として、成果
検証をしっかり行わせ、改善につ
なげ、結果を出していく。 

2 

進路部主導による組織的な模試

分析会や進路検討会を推進し、全

教職員による共通認識のもと、よ

り効果的な生徒への還元に努め、

一段高い生徒の進路実現を図る。 

Ｂ 

成果 
進学指導という環境づくりはできた。
徐々にではあるが、風土としても根
付きつつある。 
課題 
実施時期や回数も含め、進路指導
部主導による、より一層の情報共有
及び情報交換の場の設定。 

年間行事計画に最初から位置づ
け、学校全体の取組であることを意
識させるとともに進路指導部主導に
よる資料作成方法の提示及び精査
を推進していく。 
 

3 

土曜日を含む学期中及び長期休

業日中の補習・講習を各分掌・教

科・学年が連携し、計画的組織的

に実施する。 

Ｂ 

成果 
組織的な取り組みにより、補習・講習
全教職員で推進することができた。 
課題 
取組の精査と見直し。 

年間行事計画に考慮しながら学校
全体としての指導体制の見直しを
行うとともに取組の検証と工夫・改
善を行っていく。 

4 

一人一台端末の導入を受け、デジ
タル技術を活用し、教科の枠を超
えた横断的な教育を推進してい
く。 

Ｂ 

成果 
横断的かつ有機的な取組を通して
学校組織全体でデジタル技術を活
用した教育を推進した。 
課題 
教職員のスキルの向上。 

校内研修等の活用と、これまで行
ってきたデジタル技術を活用して
きた教育実践の内容の共有と検
証。 

5 

普通科高校における特別支援教
育の推進を図ることにより、個別
指導計画等に基づく指導・支援を
充実させる。 Ａ 

成果 
全教育活動を通して特別支援教育
を推進。清瀬特別支援学校との連携
を強化した。 
課題 
特別支援教育に関連した全校的な
取組と生徒の参画の推進。 

全体計画に基づく組織的な特別支
援教育の推進及び全生徒参画の
ための取組の検証と工夫・改善を
行っていく。 

生活指導 

1 

全教育活動を通して教員一人ひと
りの気づきと見守りを徹底し、自殺
に追い込まれることない教育を推
進していく。 

Ａ 
学校全体として組織的、系統的な見
守り体制を構築。生命尊重の指導の
徹底を図った。 

今後も、学校全体として見守り体制
徹底していくとともに取組の検証と
工夫・改善を行っていく。 

2 

授業規律をはじめとした学校生
活のルール・マナーを遵守させる
ため、生活指導を全校体制で行
う。 

Ｂ 

生活指導部主導の遅刻指導等、規
範意識の育成のため工夫を凝らした
取組を実施、生徒の意識の涵養に
繋がっている。 

地域と連携を図りながら、今後も規
範意識の育成を推進していく。 

3 

いじめや体罰は絶対にさせない
見過ごさない校内体制を構築、生
徒や保護者が安心、安全な学校生
活を保障する。 

Ａ 
学校として最重要課題として全教職
員で取り組んだ。安心・安全な学校
生活を送るための体制を構築した。 

今後も、緩めることなく、全教職員
体制であたっていく。 



特別活動 
部活動 

1 

「海外学校間交流推進校」として
国際人の育成を図るため、国際研
修プログラム、次世代リーダー
等、国際交流活動を一層推進す
る。 

Ａ 

国際交流活動を奨励し、１年生、２
年生において海外交流プログラム
に積極的に参加できる校内体制を
構築した。今年度は、各プログラム
においてイギリスに４名、オーストラリ
アに１名、台湾に２０名の生徒を派遣
することができた。 

今後は１年生の国際交流プログラ
ムへの参加率の向上が課題である
とともに、男子の参加率向上も求め
られることから、国際交流事業の内
容に対する検証が課題である。 
 

2 

部活動は教育活動の重要な一環で
あるという認識のもと、本校の特色
の一つとして捉え、熱心な活動と学
業との両立を最優先として「文武二
道」に取り組ませる。 

Ｂ 

学習と部活の両立を常日頃から生徒
に意識させ、学力が低下することな
く部活動との両立を図ることができ
た。今年度陸上部でインターハイに
1名出場させることができた。 

今後も部活動において平日２時
間、休日３時間程度の活動時間の
原則を守りながら、「文武二道」を継
続していく。 

 

防災教育 
安全教育 

 

1 

災害から自らの命を守るために
必要な「自助」の能力を身に付け
させ、社会貢献など「共助」の精
神を育成する。 

Ｂ 
工夫を凝らしながら、適切に実施で
きた。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

2 

学校安全計画年間指導計画に基
づき、登下校時の交通安全と災害
等に対応した安全指導を推進す
る。 

Ｂ 
生活指導部を中心として学校全体体
制で指導を推進することができた。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

体力向上 
健康増進 

 

1 

TOKYO ACTIVE PLAN for students

に基づき、体育授業、部活動、学

校行事等あらゆる機会を捉えて

体力及び運動能力の向上を全校

で取り組む。 

Ａ 

体育授業、部活動、学校行事等あら
ゆる機会を捉えて体力及び運動能
力の向上を全校で取り組むととも
に、工夫を凝らしながら、各種取組を
推進した。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

2 

東京都体力テストの結果を踏ま
え、普段運動をする習慣のない生
徒に、効率的に運動量を確保する
取組を推進する。 

Ｂ 
工夫を凝らしながら、各種取組を推
進した。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

募集広報 

1 

海外学校間交流推進校として姉
妹校交流、都立高校校生海外派遣
研修等、本校の特色を明確にして
いくとともに、今後の本校の在り
方や、行事及び連携事業を検証・
見直し、本校を第一志望校として
目指してもらえるよう募集広報
活動を推進していく。 

Ｂ 

カリキュラムや学校行事、部活動、国
際交流事業等、本校に求められてい
る教育活動を精査、検討し、次年度
の課題を明確にした。 

今後は国際理解教育を中心とし
て、時機を逸しないＨＰの更新に努
めるとともに探究活動を含めた国際
交流事業を発信し取組の充実を図
っていく。 

2 

ホームページの学校紹介分野を
充実させる。学校から地域・保護
者等への最新の情報発信に努め
る。 

Ａ 
応募倍率 

入選推薦募集倍率2.69倍。 

入選一次募集倍率1.66倍 

１学級増の影響もあり昨年度に比
較して減少したが、今後も海外交
流等、新たな強みを構築しながら
生徒に求められる広報活動を推進
していく。 

 
 
 
 
 
 
学校経営 
組織体制 
 
 
 

1 
教科主任を設置し、教科内の教育
活動の組織化、効率化を図る。 Ｂ 

教科主任としての意識改革を推進、
各種取組を組織的に実施した。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

2 
スクールカウンセラーとの連絡
会を随時実施し、問題の共有化に
よる課題解決を図る。 

Ｂ 
生徒支援部を中心として学校全体で
指導を推進することができた。 

次年度以降も適切に実施していく。 

3 

業務の効率化や組織体制の見直
しを図りながら仕事に対する負
担を軽減し、ライフワークバラン
スを推進する。 

Ｂ 
各種取組を通して健全な職場環境
の構築を推進した。 

次年度以降も取組の充実を図って
いく。 

4 
経営企画室の業務進行管理を機能的に
行い、都民の信頼に応える。 Ａ 

工夫を凝らしながら、適切に実施で
きた。 

次年度以降も適切に実施していく。 

（２）重点目標と方策 ※内部評価はA満足B概ね満足C不満足の3段階 

項目 内部評価 成果や課題 改善策 

①  

入学当初の大学進学希望を維持向上させ、国公
立大２０名、難関私立大（早慶上理）３０名、上位私
大（GMARCH）合格者数１８０名、成成名学獨國武
１１０名、日東駒専２００名、大学入学共通テスト受
験数２００人、大学進学率９０％以上を目指す。 

Ａ 

国公立大１０名、難関私立大（早慶上
理）1６名、上位私大（GMARCH）合
格者数 1５３名、成成明國武１２４日東
駒専２２５名、 

引き続き、全教職による進学指導を
確立していく。 

② 

より高次な自己実現や進路希望を実現していくた
め、各分掌、各教科の横断的かつ有機的な取組
を通して学校組織全体でキャリア教育を推進す
る。スクールポリシーに基づき校内での統一指針
による指導内容・方法を見直すとともに、生徒が基
準到達するまで学習指導を繰り返し行い、卒業ま
でに必要な学力を確実に身に付けさせる。 

Ａ 

教科主任会の活用による、組織的取
組の推進。長期休業日中における
組織的講習・補習体制の実施。これ
までの進学校としてのノウハウを生
かした授業体制の構築。個別指導体
制の充実による生徒の進路実現率
の向上。 

引き続き、全教職による進学指導を
確立していく。 



③ 

教科組織目標の策定と目標管理による教科会主 

導の国公立大や難関私立大を意識した教科指導 

を推進する。 

Ｂ 組織目標策定、中間総括実施。次年
度へ改善策の反映。 

より、国公立大学や難関私立大学
受験へシフトさせていく。 

④ 
組織的な模試分析会や進路検討会を各学期１回
以上実施する。 

Ｂ 各学年によるケース会議、３回実施。 より一層の組織的取組へ改善。 

⑤ 

授業規律を遵守し、生徒の学習環境・学習習慣を 

整える。生徒が自ら学習する意欲を高めるとともに 

ＩＣＴ技術を活用し、教科の枠を超えた横断 

的な教育を推進していく。 

Ｂ 

家庭学習時間調査を実施。週末課
題等、生徒の家庭学習時間の確保。
各教科のＩＣＴ技術活用による自学自
習習慣の育成。 

学習オリエンテーションの充実。 
高い志の育成を推進する取組。 

⑥ 

長期休業日中に進学対策及び学力向上のための 

講座を80以上、組織的に実施し、延べ3500名 

以上の受講者とする。 

Ａ ８０講座。述べ人数約３２００名以上 
より国公立や難関私立大を意識し
た講習体制の確立。 

⑦ 

海外の高校生との直接交流及びオンライン交流
を深め、姉妹校との調整を図り姉妹校交流を促
進し、相互短期留学を実現する等、国際交流事
業の充実を図り、国際人育成の向上を図る 

Ａ 

台湾の姉妹校へ生徒２０人を派遣、
都立高校生海外派遣研修で４名をイ
ギリスに派遣した。国際交流事業に
参加を希望する生徒が増加し、選考
方法等に課題が残った。 

国際交流事業の充実を図るため、
組織化して学校全体で取り組める
ように改編する。 

⑧ 

研修等において教員意識を高め気づきや見守り
の徹底を図り、生徒状況の把握を強化し、いじめ
対策や自殺予防対策を推進するとともに自殺に追
い込まれない社会を実現していくために生徒の資
質や意識を高め、全教育活動を通して自殺対策
に資する教育を推進していく。 

Ｂ 

全教職員体制による見守り体制の徹
底。学校行事や地域と連携した規範
意識の育成等、工夫ある各種取組の
推進による健全なる精神の涵養。 

地域との連携を深め、校内体制を
確固たるものとし、決して形骸化さ
せない組織づくりをしていく。 

⑨ 

登下校時における危険箇所の確認や自転車の運
転マナーの向上を図り、自転車事故０（ゼロ）
を目指す。交通安全、特に自転車を中心とした
二輪車利用に関する交通安全教育を充実させる
ため、保護者や地域と連携し交通安全教室を開
催する。 

Ｂ 交通事故等は１件、自転車マナーに
対する苦情は３件であった。 

自転車マナー等、交通安全教育の
徹底と充実を図っていく。 

⑩ 

都立高校生活指導指針に基づく規範意識の育成

では、身だしなみの指導を充実させ、高校生活

にふさわしい服装を装用させていく指導を行

い、落ち着いて学習や部活動に取り組める環境

を醸成する。儀式的行事、学年集会等の集団で

の行動を迅速且つ静粛・厳正に行い、けじめの

ある学校生活を構築する。 

Ｂ 

自主、自律の精神を尊重しながら生
活指導部を中心とした規範意識の育
成に向け、様々な取り組みを推進し
た。儀式的行事、学年集会等の集団
での行動を迅速且つ静粛・厳正に行
い、けじめのある学校生活を構築す
ることができた。 

今後も自主、自律、自由の校風を
尊重しながら規範意識の育成及び
生活指導の徹底を図っていく。 

⑪ 

スクールカウンセラーと教育相談制度を確立し
た上で、通常の教育相談と併せ、普通科高校に
おける特別支援教育の推進を図ることにより、
個別指導計画等に基づく指導・支援を充実させ
る。 

Ａ 

スクールカウンセラーとの連絡を深
め、教育活動へ反映させるとともに
学校全体として各種取組を推進し
た。 
 

引き続き、生徒の実態把握に努め
るとともに、教育相談体制の充実を
図り、時機を逸しない早期の対応を
行っていく。 

⑫ 

授業や体育的行事、及び部活動を通じて生徒の

体力向上を図り、生涯にわたって心身ともに健

康な生活を送ろうとする態度を育成するため、

都統一体力テストを実施し、保健体育科を中と

して全校体制で体力、運動能力の向上を計る。 

Ｂ 
年間を通じ、授業や体育的行事、及
び部活動等において、生徒の体力
向上を図ってきた。 

マラソン大会の導入等、さらなる体
力向上を目指した新たな行事等の
検討、実施。 

⑬ 

生徒部活動加入率９５％以上とし、関東大会、
都大会への出場や、高文連のコンクール等への
出場を実現する。また、地域貢献の心と集団や
社会の一員として、自主的、実践的な態度を育
てる。 

Ａ 
陸上部がインターハイ及び関東大会
に出場を果たす。美術部が全国高
等学校総合文化際出場を果たす。 

部活動の活性化及び地域貢献のさ
らなる充実を図っていく。 

⑭ 

年間防災教育活動計画に基づき、計４回の防災

避難訓練を実施する。被災後の共助について、

地域と連携した指導、訓練を行い、主体的行動

力を身に付けさせるとともにリーダーの育成を

図る。 

Ｂ 
地域と連携を強化しながら、適切に
実施することができた。今後とも充実
を図っていく。 

取組としては定着しており、形骸化
しないよう、取組の充実とリーダー
の育成を推進していく。 

⑮ 
全校体制で各種学校説明会に対応する（参加中

学生数４０００名以上）。 
Ａ 説明会等の参加者、４０００名以上を

達成。 
引き続き全校体制で工夫を凝らし、
充実を図っていく。 

⑯ 
業務の効率化や組織体制の見直しを進め経営企
画室の業務進行管理を一層強固なものにする。 Ｂ 学校運営を推進していくうえで、業

務進行管理等を適切に行った。 
ＨＰの更新等、より学校経営に対す
る積極的参画の推進。 

⑰ 
いじめや体罰、暴力行為の根絶のため、校内服
務事故防止研修会を年間３回以上実施する。 Ｂ 最重要課題として研修会等の徹底を

図った。 
引き続き全校体制で工夫を凝らし、
充実を図っていく。 

 


